
追手門学院小学校  校長  東田 充司

第８代校長 片桐武一郎先生

　山桜会百周年をお祝いいたします。今号では偕行社教育に
多大な貢献をされ、追手門学院小学校に継承される教育を確
立された片桐武一郎校長先生を偲び、酒井良之助氏（小44期、
元追手門学院中高等学校教諭、元山桜会理事）の各種の記録
を元にご報告いたします。

〔山桜会の歴史〕
　大阪偕行社附属小学校は明
治21年（1888年）に設立され
ました。その後同窓会として「山
桜会」が結成されました。残
念ながら、その活動は次第に
沈滞していったようです。
　大正2年（1913年）片桐武
一郎先生が第8代校長として赴
任され、教育改革に取り組み、
山桜会の復興に力を発揮され

ました。大正5年（1916年）校長へ赴任後の卒業生をもって「桜
会」を組織し、以降毎年母校で総会を開催する様になりました。
昭和3年（1928年）の学校創立40周年の記念事業の一環とし
て協議会が持たれ、山桜会が桜会を合併する山桜会復興総会
が開かれました。この経緯から、桜会結成の大正5年1月30日
をもって山桜会創設としています。（「山桜会の歩み」平成10
年度山桜会会員名簿4頁より引用）

〔片桐武一郎先生について〕
　大正2年（1913年）から昭和13年（1938年）までの25年間、
大阪偕行社附属小学校の校長在任中に築かれた偕行社教育へ
の世人の絶大なる評価と信頼があってこそ、追手門学院小学
校が存在すると言っても過言ではありません。小学校の日々の
教育実践や重要な諸行事は片桐先生時代に確立したものがと
ても多く、中興の祖として顕彰される存在です。先生は大阪

師範学校で学び、卒業と同時に附属小学校訓導に採用され、
弱冠25歳で名門大阪市立道仁小学校教頭に抜擢された俊秀で
した。偕行社時代で唯一の軍人以外の校長、それも29歳での
本校校長就任でした。着任にあたって校訓「誠実・剛毅・自治」
を制定されました。
　「自分の人格は武士道精神」は先生の口癖でした。2週間の
剣道寒稽古や遠足時の日の丸弁当などは卒業生の話の種でし
た。理科・算術の実験機器や各種の視聴覚教材はずらり一流
品を揃えると共に実学主義を貫き、毎月1回は半日を社会見学
にあてられました。
　または自治性・自発性の育成のための児童の個性を尊重し、
理解することを大切にされました。規律や鍛錬は厳しかったが、
精神的には非常に自由であり、現在の管理主義や集団主義の
教育よりはるかに民主的だったと卒業生が異口同音に語るのも
当然かもしれません。武士的気風と自由な精神の融合が、大
阪偕行社附属小学校から追手門学院小学校に継承される教育
の源流なのかもしれません。（「片桐武一郎先生」山桜会報第
44号4頁より引用）

〔図書館の片桐文庫〕
　偕行社・追手門百年史の
四半世紀を背負われ、校長
退任後は戦後初の公選首長
として故郷の岬町長を務めら
れました。70周年にあたり
ご寄贈いただいたのが、小
学校図書館の片桐文庫で
す。先生の御遺徳や追手門
学院への熱い思いは、今で
も追手門学院小学校に生き
続けています。
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